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本日の内容

• 対象モデル
– 半導体製造プロセスについて
– 工場の特徴、スケジューラの課題

• 従来のしくみ（Simulation based Scheduling）
– シミュレータの必要性、ManSim(HPL社)について
– スケジューリングシステムの概要と要望

• PSLXを用いたシステム
– PSLXによる情報連携への期待
– 情報連携システムの概要

• デモンストレーション
– デモの概要、実演

• 今後の展開
– 工程間連携、企業間連携
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Si

後工程 パッケージング

前工程 ウェハプロセス工程

半導体製造プロセス

Si(シリコン)基板に、成長/加工/形成

前工程 テスト工程
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Process

製造プロセスの複雑さ

同一エリア・同一装置を複数回使用

http://www.pslx.org/jp/index.html


半導体製造ライン

• 設備産業で、レイアウト変更は困難。
• 設備単位で処理時間が異なる。

– 設備の能力バランスが悪い。
• 製造上の制約が多い
• 稼動率重視で設備前の仕掛が多くなる

フォトリソ装置 検査装置 ＣＶＤ装置
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半導体製造工場の特徴

• 製造プロセスが複雑。
• 品種、工程数が多い。(180品種、150～400工程)
• リードタイムが長い。
• 製造上の制約が多い

– 同じ設備（号機）を使用しないと性能がでない
– 設備間の時間制約、先行評価待ち

• オーダ変更
• 納期予測の必要性、生産変動への対応
• 仕掛ディスパッチ、シミュレーションが主

– 多品種少量+リードタイム長=ジョブ数膨大
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工場の課題

• 納期遵守率があがらない
• 担当エリアにはさまざま工程の仕掛があり、どれ
から着手すべきかわからない

• 問題点の早期発見ツールがない
• 所要増・手番短縮の為、隘路工程の早期発見と
対策が必要

• 他工程との連携が難しい
• 計画と現実が乖離した場合、どう修正すればよ
いかわからない
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スケジューラの課題

• データ量に起因する課題
– 多量ジョブでデータ空間が大きすぎる
– 納期予測に長期スケジューリングが必要
– 再スケジューリングが実時間で追随できない

• 品質に起因する課題
– 複雑な制約があり、最適解が得られない
– 設備によってはモデル化がうまくできない

• 工場運営に起因する課題
– ＰＭ，ボトルネック対策などの試行が必要

シミュレータをコアとしたスケジューラ

PLAMS、Presto
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サーバ

SCHシステムの概要

Presto

生産部門

各エリア

工程管理

シミュレータ / HPL

MES

HTML

予実

指示書

納期回答

シミュレーション依頼

Prestoの例

ManSim

工程管理

予実

Presto
制御装置

HTMLデータ
計画、仕掛

Recipe
レシピ
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ManSim製品の特徴

◇ HPL社 http://www.hplj.co.jp

◇ 半導体製造ライン専用
（IC、LCD、ﾌﾟﾘﾝﾄ基盤、ﾃﾞｨｽｸﾍｯﾄﾞ、ﾏｽｸ）

◇ Discrete Event Simulation

◇ プログラム無し
－全てメニュー形式

◇ 高速シミュレーション

◇ 大規模ラインに対応
－プロセスのサイズ等に制限なし

◇ UNIX System-V、Windows (NT,2000,XP)、LINUX
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Prestoの画面

表示はすべてWeb

仕掛状況
作業指示
納期回答など
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SCHシステムへの要望

• 計画とずれているのか早く知りたい。
– 仕掛消込～再スケジューリングの時間がネック

• シミュレーションベースなので、手修正はできない
– 近傍だけでも修正をしたい

• データが膨大で、視覚化が困難
– 視覚化したいが、担当者によって視点は異なる

• 関連部署とのやりとりはその場での電話連絡

システム全体の連携というより、

現場ローカルの情報連携を柔軟にしたい
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PSLXへの期待

• オフィスツールまでの情報連携による柔軟性
– 工場の要望の変化に追従できるシステムの柔軟性
– 開発部隊リソースだけでなく、現場でカスタマイズが可能

• アプリケーション連携による多機能化
– 単一アプリケーションでは不可能なスペックでも、複数のアプリ
ケーションを、あたかも一つのアプリとして利用することで、多
機能化を実現する。

• 工程間連携による全体最適展開
– 連携が困難な垂直工程間において、スケジュールを共有する。

SCMからでは得られなかった情報をもとに、前後工程で協調し
たスケジュールを立案する
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情報連携システムの概要

ManSim

Flexsche Apstoviewer

生産指示
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エディタ/フレクシェ社

HTML

Office2003

Office 2003

後工程
スケジューラ

Webサーバ

指示書

指示書

スケジューラ

納期調停

エージェント

前工程

http://www.pslx.org/jp/index.html


情報連携システムの概要

PSLXManSim

Flexsche Apstoviewer

生産指示
実績管理

Excel2003

Presto

シミュレータ/ HPLJ社

エディタ/フレクシェ社

getSchedule
getOrder
setSchedule
setOrder

HTML

修正

Office2003

Office 2003

後工程
スケジューラ

Webサーバ

指示書

指示書

SQL

Webサーバ

閲覧
カスタマイズ

PSLX スケジューラ

納期調停

エージェント

前工程
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ローカルの情報連携

PSLXManSim

Flexsche Apstoviewer

シミュレータ/ HPLJ社

エディタ/フレクシェ社

Excel2003

Office 2003
指示書
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本日のデモ

PSLXManSim

Flexsche

Apstoviewer

シミュレータ/ HPLJ社

エディタ/フレクシェ社

Excel2003

Office 2003
指示書

コラボレーションに
よる多機能化

要望の変化に対応
容易なカスタマイズ

従来システムでは安価に提
供できなかった機能が実現



デモの手順

• 日程計画(Excel)でロットIDを変更してみる
– 実際に適当なロットIDを登録する

• ManSimによるシミュレーション
– 画面はあまり面白くありません

• 作業指示画面(Excel)で、ロットＩＤを確認
• Apstoviewerによる視覚化
• フレクシェによる近傍の修正

– Apstoviewerと同じものが表示されます

• 修正後の作業指示画面(Excel)
• カスタマイズによる連携画面

– 各工程の要望にあわせた機能

• 工程間(前工程～後工程)の連携 ×



今後の展開

• 後工程との連携
– 納期調整エージェントの開発

• 工程間連携、工場間連携
(GloviaEnterprise)
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